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南城市

被覆型最終処分場
建設予定地

１
．
最
終
処
分
場
基
本
計
画
は
次
の
と

お
り
決
定
。

（
1
）
計
画
地

沖
縄
県
南
城
市
玉
城
字
奥
武
996
番
地
他

（
2
）
事
業
行
程
計
画

最
終
処
分
場
の
供
用
開
始
は
、
平
成
30
年
度

を
目
標
と
す
る
。

（
3
）
施
設
整
備
の
基
本
事
項

①
施
設
の
種
類

　

管
理
型
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

②
埋
立
対
象
物

　

焼
却
残
渣
、
溶
融
飛
灰
、
不
燃
残
渣

③
計
画
埋
立
期
間

　

�

15
年
間
（
平
成
30
年
度
〜
平
成
44
年
度
）

④
計
画
埋
立
容
量

　

�

最
終
処
分
場
の
施
設
規
模
（
計
画
埋
立
容

量
）
は
、
約
九
万
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す

る
。

　

�

た
だ
し
、
今
後
予
定
し
て
い
る
実
施
設
計

等
の
段
階
に
お
い
て
、
ご
み
排
出
実
積
等
の

最
新
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
施
設
規
模
の
最
終

決
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
4
）
最
終
処
分
場
の
施
設
計
画

①
貯
留
構
造
物

基
本
構
造

　
�

貯
留
構
造
物
の
設
置
目
的
は
、
廃
棄
物
層

の
流
出
や
崩
壊
を
防
ぎ
、
埋
め
立
て
ら
れ
た

廃
棄
物
を
安
全
に
貯
留
し
、
か
つ
、
埋
立
地

の
浸
出
水
の
流
出
、
漏
出
を
防
ぐ
こ
と
で
あ

る
。

　

�

本
計
画
地
の
敷
地
形
状
は
、
東
西
方
向
に

十
分
な
施
工
面
積
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
埋
立
地
内
の
壁
面
部
を
標
準
勾
配
で
施

工
し
た
場
合
、
計
画
埋
立
容
量
を
確
保
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
計
画

施
設
の
貯
留
構
造
は
、
埋
立
地
壁
面
部
に
補

強
盛
土
材
等
を
使
用
し
、
壁
面
部
を
1
：
0.3

〜
0.5
程
度
の
急
勾
配
で
構
築
す
る
こ
と
で
、

施
工
面
積
の
縮
小
化
や
埋
立
壁
面
部
の
安
定

化
、
そ
し
て
、
必
要
な
埋
立
容
量
を
確
保
で

き
る
「
補
強
盛
土
構
造
」
を
基
本
と
す
る
。

②
し
ゃ
水
工

　
�

本
計
画
施
設
で
は
、
周
辺
地
域
へ
の
環
境

汚
染
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
し
ゃ
水

シ
ー
ト
が
万
一
破
損
し
た
場
合
に
漏
水
箇
所

を
迅
速
に
検
知
し
、
適
切
な
措
置
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
計

画
施
設
の
し
ゃ
水
工
は
、
漏
水
検
知
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
場
合
に
有
利
と
な
る
「
二
重

シ
ー
ト
方
式
」
を
基
本
す
る
。

（
５
）
施
設
配
置
計
画

最
終
処
分
場
の
施
設
配
置
計
画
は
、
施
設
の

機
能
面
、
環
境
保
全
面
、
安
全
面
、
景
観
面
、

経
済
面
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
配
置
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、

今
後
実
施
す
る
現
地
調
査
（
測
量
・
地
質
調
査
・

環
境
調
査
等
）
や
計
画
地
周
辺
の
道
路
計
画
等

を
踏
ま
え
、
実
施
設
計
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
の
長

所
、
短
所
を
考
慮
し
検
討
を
進
め
て
い
く
も
の

と
す
る
。

5
月
7
日（
火
）南
部
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
推
進
協
議
会
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

理
事
会
で
は
、
最
終
処
分
場
の
供
用
開
始
を
平
成
30
年
度
を
目
標
と
し
、
埋
立
期
間
15
年
、
施
設
規
模

九
万
四
千
立
法
メ
ー
ト
ル
、
基
本
構
造
等
が
決
定
に
な
っ
た
。

 サザン協理事会



（
6
）
概
算
工
事
費

本
事
業
に
要
す
る
概
算
工
事
費
を
次
に
示
す
。

た
だ
し
、
今
後
の
現
地
調
査
、
処
分
場
本
体
の

実
施
設
計
及
び
場
内
整
備
工
事
の
内
容
に
よ
り
、

全
体
事
業
費
は
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

全体工事費内訳（概算）

区 分 全体金額（円）

Ⅰ���最終処分場建設費
　�（浸出水処理施設含む）

3,445,000,000

Ⅱ���島尻環境美化センター解体
撤去費

151,000,000

合　　計（消費税含む） 3,596,000,000

※事務費等は含まない。また、基本計画書の内
容と一部相違あり。

2
．
負
担
金
の
算
出
方
法
は
次
の
と
お

り
決
定
。

最
終
処
分
場
費

①
最
終
処
分
費
の
搬
入
量
割
実
績
の
取
扱
に

つ
い
て
は
、
直
近
の
実
績
（
前
々
年
度
）
の
単

年
実
績
を
採
用
す
る
。

②
負
担
金
の
概
算
割
合

ア�

搬
入
量
割
（
70
％
）

イ�

均
等
割　
（
30
％
）

※�

搬
入
量
（
糸
・
豊
は
溶
融
飛
灰
、
南
・
八
・

与
・
西
は
焼
却
灰
、
飛
灰
、
不
燃
残
渣
）

３
．
ご
み
処
理
基
本
計
画
は
次
の
と
お

り
決
定
。

基
本
方
針
の
策
定

①
基
本
方
針

　

�

南
部
地
区
6
市
町
に
お
い
て
は
、「
循
環

型
社
会
」
の
形
成
に
向
け
、
ご
み
と
な
る
も

の
は
断
り
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）、
ご
み
の
発
生

を
抑
制
し
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
製
品
等
の
再

使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
に
努
め
、　

資
源
と
し

て
再
生
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
再
生
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
図
る
「
４
Ｒ
」
を
推
進

す
る
も
の
と
す
る
。

　

�「
循
環
型
社
会
」
の
形
成
に
向
け
た
今
後

の
ご
み
処
理
に
関
す
る
基
本
方
針
を
以
下
の

よ
う
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

〈
基
本
方
針
〉

㋐
ご
み
の
排
出
抑
制
の
推
進

㋑
ご
み
の
資
源
化
の
推
進

㋒
ご
み
の
適
正
処
理
・
処
分
の
推
進

②
達
成
目
標
（
減
量
化
目
標
）

　

�

排
出
量
の
目
標
と
し
て
は
、
平
成
23
年
度

の
実
績
値(

786
ｇ
／
人･

日
）
に
対
し
、
平

成
34
年
度
に
お
い
て
、
1
人
1
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
で
5
％
削
減
す
る
も
の
と
し
、

747
ｇ
／
人･

日
と
設
定
す
る
。
な
お
、
資
源

化
量
を
除
い
た
ご
み
量
に
対
し
て
は
約
11
％

の
削
減
と
な
る
。

　

�

ま
た
、
再
生
利
用
率
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
の
17
％
を
、
平
成
34
年
度
に
22
％
ま

で
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

　

�

最
終
処
分
量
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
排
出

量
及
び
再
生
利
用
率
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
排
出
量
の
8
％
（
沖
縄
県
の
目

標
値
）
を
下
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

【南部地区6市町の一般廃棄物の減量化目標値】

項　目 平成 23 年度
実 績 値

平成 34 年度
目 標 値

排　出　量 69,065 トン / 年
（786 g/ 人 ･ 日）

71,130 トン / 年
（747 g/ 人 ･ 日）

再生利用率 11,775 トン / 年
（17％）

15,726 トン / 年
（22％）

 最終処分量※ 5,678 トン / 年
（8.2％）

4,885 トン / 年
（6.9％）

※�最終処分量の目標値の欄には、排出量及び再生利
用率の目標を共に達成した場合の最終処分量の見
込みを示している。

③
ご
み
処
理
基
本
計
画

排
出
抑
制
・
再
資
源
化�

の
方
法

●
市
町
の
役
割

ａ
．
ご
み
処
理
有
料
化
の
継
続
実
施

ｂ
．
環
境
教
育
、
普
及
啓
発
の
充
実

ｃ
．
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
推
進

ｄ
．
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
助
成

ｅ
．��

多
量
の
一
般
廃
棄
物
排
出
事
業
者
に
対

す
る
減
量
化
指
導
の
徹
底

ｆ
．
容
器
包
装
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

ｇ
．��

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
等
の
リ
タ
ー
ナ
ブ

ル
容
器
の
利
用
促
進

ｈ
．
環
境
物
品
等
の
使
用
促
進

●
住
民
の
役
割

ａ
．
分
別
排
出
の
徹
底

ｂ
．
生
ご
み
等
の
堆
肥
化

ｃ
．
住
民
団
体
に
よ
る
集
団
回
収
の
促
進
等

ｄ
．
容
器
包
装
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

ｅ
．��

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
を
始
め
と
す
る
環

境
物
品
等
の
使
用
促
進
、
使
い
捨
て
品

の
使
用
抑
制
等

ｆ
．
計
画
的
な
消
費
活
動

●
事
業
者
の
役
割

ａ
．
発
生
源
に
お
け
る
排
出
抑
制

ｂ
．
過
剰
包
装
の
抑
制

ｃ
．��

流
通
包
装
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
、リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
容
器
の
利
用
・
回
収
の
促
進
と

使
い
捨
て
容
器
の
使
用
抑
制

ｄ
．��

環
境
物
品
等
の
使
用
促
進
、
使
い
捨
て

品
の
使
用
抑
制
等

ｅ
．
食
品
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

一
人
一
日
当
た
り
747
ｇ
へ

あ
と
39
ｇ
の
減
量
！



地
域
だ
よ
り
　
平
成
2
5
年
度
版
　
発
行
者
／
サ
ザ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
推
進
協
議
会
会
長
　
古
謝
景
春
　
住
所
／
沖
縄
県
島
尻
郡
八
重
瀬
町
字
東
風
平
9
6
5
番
地

理事会の視察研修の様子
日　　時：平成25年 7月 24日から平成25年 7月 25日
視 察 者：構成６市町長、５市町議長、２清掃組合議長、事務局
対 応 者：環境森林部長、環境整備課長、係長、現場担当者（委託）

１．ＤＶＤ鑑賞による施設概要説明

２．担当者から説明

　　

　

３．質疑応答

Ｑ．埋め立ての期間が２年ほど長くなる見込みであるが、地元説明はどうなっているか？
Ａ．これまで計画量に達していなかったことは、定期的に地域に状況報告をしている。
Ｑ．計画の見込みが違った要因は、旧４町から排出されるごみの平均ではなく、万が一の場合を想定して、最大
値で想定しているので、余裕が出るものとなっている。

Ｑ．１５年で埋めきれない場合は地域への説明はつかないのではないか？
Ａ．最大の計画量ということを建設前に地元に周知していなかったことは、瑕疵だったと振り返って思う。２年
から３年埋め立て期間が延びることは、地元への説明のなかで報告している。地元の理解は得ていると思う。

Ｑ．最終処分場が15年で埋まらないということはないのか？
Ａ．旧都城市地域から受け入れれば、埋まるはずである。都城市にはもう一か所オープン型の最終処分場があり、
その搬入分を優先に引き受ければ大丈夫である。

◎7月 23日サザンクリーンセンター推進協議会正副会長の政府折衝　　　　　　　　　���防衛省への要請行動 �

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内閣府への事業協力願い


